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・ 「図解」は対象の " 全体把握 " や " 抜け漏れ確認 " に最適な手法だと実感いたしました。
・ 図解を学ばせて頂いたことで、言葉や文字を中心とした、論理的なコミュニケーションで
は到達できないより深いレベルでのコミュニケーションが出来るようになったと感じてい
ます。図解によるコミュニケーションは、まだまだ一般的ではありませんが、これから多
くの人が、その必要性と有用性を実感する時代がくるのではないかと思います。
・ 図解思考は『俯瞰スキーマ思考』であり『自己洞察メソッド』である、とするならば、こ
の半期で、予想以上に、俯瞰思考力と発想力が醸成されたことになります。
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頭（アタマ）を鍛える図解思考教育の実践報告（大学院）
　授業の成果として、受講生の描いた図解の一部を掲載する。
○日本文化
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多摩大学研究紀要「経営情報研究」No.23  2019
○私の仕事
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頭（アタマ）を鍛える図解思考教育の実践報告（大学院）
　到達目標である「新聞の社説や「日本の論点」（文藝春秋）の論文などを 1 枚の図解として
表現できる」については、留学生を含め、ほぼ全員が到達してていると判断している。
　授業評価（VOICE）は、5 点満点で満点と、高い評価を得ている。
「この授業はあなたにとって有益でしたか」という最終総合評価は、下記の通りで高い評価で
あると判断している。
　2017 年度：5.0
まとめ
　講義と実習、日本人と留学生を組み合わせる小人数のプレゼン、全体プレゼン、というスタ
イルで時事的なテーマ、日本理解、などビジネスマン受講生の関心の高いテーマの図解化、そ
して議論・討論によって深い理解に達するという方法で、受講者の教養の向上と図解技術の向
上が十分に図られた。実社会で闘う武器を身につけたという受講生の感想も多く、「知の再武装」
に貢献していると判断している。
　社会人大学院生にとっては、自らのビジネス環境の深い理解、政治・経済・技術動向などに
関する新しい知見などを、改めて深く考える機会になっている。それは、毎回の授業終了後、フェ
イスブックに書き込まれる感想や総括にみることができる。
　また、中国、韓国、台湾、ミャンマー、タイ、ロシア、ベトナムなどからの留学生にとっては、 
図解の技術の習得もさることながら、 現在の日本の政治経済社会文化などの新聞記事、社説な
どの題材を能動的に理解しようとする時間は貴重であろう。
　そして多国籍の小グループでの話し合い、全体プレゼンと質疑応答の時間は、グローバル時
代を強く意識する時間となり、日本を中心に、各国の現状もよく理解できることになる。
　学部においても同様の趣旨の授業を行っているが、社会人大学院生対象の授業では、題材は
広く、かつ深いものが多くなるので、教員としてもビジネス界の動向についての新しく深い知
見を得ることができるので、毎回熱心に議論にも加わり得るものが多かった。
　図解というコミュニケーションの新しい基本ソフト（OS）を身につけることは、｢知の再武装」
のための武器を手にすることであり、この授業でその武器を提供できていると総括したい。
